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研究成果の概要 

2022年度には、領域内連携による成果も含め、以下のような進展を得ることができた。 

(1) Epsilon-Near-Zero(ENZ)特性を示す材料とナノグラニュラー(NG)薄膜を積層した構造におい

て、ENZ波長と磁気光学効果の変化を観測することに成功した。 

(2) Co と BaF2を用いた NG薄膜において、低誘電損失の薄膜の作製に成功した。また、酸素雰

囲気熱処理によりフェライト粒子を含有する NG膜の作製に成功した。 

(3) 高透過率 NG薄膜と半導体フォトニック結晶のハイブリッド構造を検討し、NG薄膜の分光デ

ータを用いた数値解析により、過去に報告された例と比較してトポロジカルフォトニックギャッ

プ幅が拡大できる可能性を明らかにした。 

(4) スキルミオンレーザの実現に不可欠なリング共振器における一方向性発振の条件を数値解

析で検討し、安定動作の鍵となる機構を明らかにした。また、実際の素子作製にも着手した。 

(5) シリコンフォトニクスにより作製した、複数のシリコンリング共振器からなる SSH (Su-Schrieffer-

Heeger) 格子に高精度キャリブレーションを施すことで、任意のリングの励起と観測を可能に

した。その結果、様々なエッジ状態とバルク状態を直接観測し、理論的な波動関数とよく一致

することを確認した。また人工次元系での SSH格子の実現を目指して作製した２リング結合

系の静特性を評価し、人工次元バンド測定に向けた準備を進めた。 

(6) 広帯域な完全バンドギャップを有するウッドパイル型３次元フォトニック結晶において、高次ト

ポロジカル状態のひとつであるヒンジ状態をマイクロ波帯域で観測することに成功した。 

(7) 理論的に予測されていたバレーフォトニック結晶からの放射光に現れるトポロジカルな偏光分

布の観測に成功した(チーム間連携による成果)。 
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